
令和３年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 知識・技能 

63.8% 
（8.9 問/14 問） 

1.58% 86.1% 66.4% 44.7% 53.1% 

 

２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

一 
適切な漢字を選択する（活発に意見がコウカンされ

た） 
選択 78.6% 71.3% +7.3 

二 
適切な語句を選択する（一度決めたらてこでも動かな

い） 
選択 41.3% 33.1% +8.2 

三 
傍線部「入っていた」の主語として，適切なものを選

択する 
選択 34.6% 43.9% -9.3 

四 
「いみじうあはれ」の意味を現代語訳の中から抜き出

す 
短答 50.0% 67.6% -17.6 

２ 

一 
スピーチの感想に対して先生が述べた言葉として適

切なものを選択する 
選択 87.7% 92.0% -4.3 

二 
スピーチの感想に対して先生が述べた言葉として適

切なものを選択する 
選択 84.6% 89.0% -4.4 

３ 

一 
動画の活用の仕方について説明したものとして適切

なものを選択する 
選択 86.0% ― ― 

二 
行書で書かれた「桜」の特徴の組み合わせとして適切

なものを選択する 
選択 60.9% ― ― 

４ 

一 
意見文に対して出された指摘の理由として適切なも

のを選択する 
選択 74.9% 77.8% -2.9 

二 意見文を直した意図として適切なものを選択する 選択 80.0% ― ― 

三 意見文を直した意図として適切なものを選択する 選択 80.6% ― ― 

５ 

一 
グラフからわかることについて文章中で説明してい

るものとして適切なものを選択する 
選択 42.5% 43.1% -0.6 

二 
複数の辞書を引用して「天地無用」の意味を示す効果

として適切なものを選択する 
選択 61.6% 62.0% -0.4 

三 
「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈してしま

う人がいる理由を書く 
記述 30.1% 20.3% +9.8 
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【成果】 

・適切な漢字（同音異義語）を選択する問題で改善が図られています。 

・適切な語句（慣用句）を選択する問題で改善が図られています。 

 

【課題】 

  ・文の中の主語と述語の関係を捉える問題に課題が見られます。 

  ・古文と現代語訳とを対応させて内容を捉える問題に課題が見られます。 

  ・目的に応じて文章を読み，内容を整理して書く問題で改善が図られています

が，正答率は依然として低い状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

（１）課題が見られる問題 

 ５三 の設問 （正答率：30.1%）                             

 

 

５
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（平成 30年度全国学力・学習状況調査 中学校国語 B１による） 



（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

文章の構成や展開を踏まえ，必要かつ十分な内容を捉えることができるよう 

に指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   目的に応じて文章の内容を的確に読み取るためには，文章の中心的な部分と付

加的な部分，事実と意見などとを読み分け，文章の構成や展開を捉えて内容を理

解するように指導することが大切です。その際，段落ごとに内容を捉えたり，接

続詞や指示語に着目して段落相互の関係を正しく押さえたりしながら，文章全体

における段落の役割を捉えるように指導することが重要です。 

   この文章では，「天地無用」を誤った意味で受け取る人が多い理由について，複

数の段落を設け，「また」という接続詞を用いて大きく２つ述べています。そのよ

うな文章の構成や展開に着目しながら，目的に応じて文章を読み取り，内容を的

確に捉えるように指導します。 

   読み取った内容を整理して書く際は，目的を明確にしたうえで，必要な内容を

選択してまとめるように指導します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

【１学年 Ｃ 読むこと】 〇構造と内容の把握 

 ア 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などについて

叙述を基に捉え，要旨を把握すること。 

 

【２学年 Ｂ 書くこと】 〇考えの形成，記述 

 ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描

写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。 

 



（３）課題に対応したワークシート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４） 課題の改善に向けた授業例の紹介 
＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「国語 第 13 弾 目的に応じて文章を要約

しよう cko_viva13003」から，ダウンロードできます。 

 

〈 中 学 校 一 年 生 の 学 習 内 容 〉 答 え  



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介 

  授業アイディア例より 

 



 
 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 30年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和３年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 データの活用 

56.8% 
（8.5 問/15 問） 

3.98% 58.5% 52.1% 71.2% 49.1% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1  ２×(－５２)を計算する 短答 65.3% 70.6% -5.3 

２  
ある日の最低気温がその前日の最低気温からどれだ

け高くなったかを求める式を選ぶ 
選択 54.4% 52.6% +1.8 

３  
aが正の数のとき，a×(－２)の計算の結果について，

正しい記述を選ぶ 
選択 70.3% 75.3% -5.0 

４  

「１個 a ㎏の荷物３個と１個 b ㎏の荷物４個の全体

の重さは 15㎏以上である」という数量の関係を表し

た不等式を書く 

短答 43.8% 44.9% -1.1 

５  ひし形が線対称な図形か点対称な図形か選ぶ 選択 69.7% 64.7% +5.0 

６  直方体において，与えられた辺に垂直な面を選ぶ 選択 42.6%  － － 

７  
対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選

ぶ 
選択 28.5% 28.7% -0.2 

８  与えられた三角形と合同な三角形を選ぶ 選択 67.6% 65.3% +2.3 

９  
比例のグラフから，xの変域に対応する yの変域を求

める 
短答 59.0% 57.1% +1.9 

10  反復横とびの記録の範囲を求める 短答 40.2% 29.4% +10.8 

11  
読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表から，読ん

だ本の冊数の最頻値を求める 
短答 57.3% 49.4% +7.9 

12 

（１） 
与えられた表やグラフから，人数が24人のときに6.0

秒かかったことを表す点を選ぶ 
選択 88.9% 86.1% +2.8 

（２） 

大地さんの求め方を基に，ウェーブをする人数と時間

について，２つの数量の関係を正しく説明している記

述を選ぶ 

選択 65.6%  － － 
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13 

（１） 
24.5cm の靴を最も多く買うという考えが適切でない

理由を，グラフの特徴を基に説明する 
記述 58.6% 45.6% +13.0 

（２） 
25.5cm の靴が貸し出された回数の相対度数を求める

式を書く 
短答 40.2% 30.8% +9.4 

【成果】 

・分布の範囲の意味を問う問題で改善が図られています。 

・資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題 

で改善が図られています。 

・与えられた情報から必要な情報を選択し，相対度数を求める問題で改善が図 

られています。 

 

【課題】 

  ・指数を含む正の数と負の数の計算をする問題に課題が見られます。 

  ・正の数と負の数の乗法の問題に課題が見られます。 

・数量の大小関係を不等式に表す問題に課題が見られます。 

・証明の必要性と意味を問う問題に課題が見られます。 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

（１）課題が見られる問題 

 ７ の設問 （正答率：28.5 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

   帰納と演繹の違いを理解し，証明の必要性と意味についての理解を深められ

るように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   指導に当たっては，対頂角の性質や三角形の内角の和，平行四辺形の性質な

どの学習において，帰納的な方法による説明と比較しながら，演繹的な推論に

よる説明の役割を理解する場面を設定し，証明の必要性と意味についての理解

を深めることができるようにすることが大切です。 

   本問題を使って授業を行う際には，いくつかの図について帰納的に「対頂角

は等しい」ことを確かめても，その事柄が成り立つことの信頼性は高まるが，

すべてを調べ尽くすことはできないことから，演繹的な推論による説明が必要

であることを理解できるように指導することが大切です。 

   

 

■学習指導要領における領域・内容 

【２年生 B 図形（１）基本的な平面図形の性質】 

 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）平行線や角の性質を理解すること 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 （ア）基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそ

れらを確かめ説明すること。 

 

【２年生 B 図形（２）図形の合同】 

 図形の合同について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること 

 （イ）証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。 



（３）課題に対応したワークシート 

 ＜中学校２年生の学習内容＞答え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「数学 第 22 弾 図形の証明 csu_viva22004」

から，ダウンロードできます。 

 



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介 

   授業アイディア例より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 21年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和３年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校理科） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

化学的分野 物理的分野 生物的分野 地学的分野 

46.8% 
（5.1 問/11 問） 

2.22% 38.5% ― 63.4% 36.8% 

 

２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

（１） 
被子植物と裸子植物を比較し，被子植物のみに当ては

まる特徴を選択する 
選択 43.0% 40.6% +2.4 

（２） 双子葉類の根・茎・葉の特徴の組み合わせを選択する 選択 65.4% 65.2% +0.2 

（３） 

顕微鏡を使って観察する場面において，対物レンズを

低倍率から高倍率に変えたときの，視野の明るさ，対

物レンズからプレパラートまでの距離を選択する 

選択 73.3% 69.6% +3.7 

（４） 

植物の呼吸と光合成で出入りする気体について調べ

る実験において，実験結果を基に，適切な考察を選択

する 

選択 72.0% － － 

２ 

（１） 
特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそ

れぞれの質量を選択する 
選択 27.2% 26.1% +1.1 

（２） 
溶け残りの質量を溶解度に結び付け，分析して解釈

し，重曹を溶かした方の試験管を選択する 
選択 49.8% － － 

３ 

（１） 力がはたらく面積と質量から圧力を求める 短答 26.2% 12.9% +13.3 

（２） 
圧力と力がはたらく面積から求められる，質量を選択

する 
選択 19.4% 10.6% +8.8 

４ 

（１） 
台風の進路の予想図と，現在の台風の周りの風向を示

した図から，観測地点における風向を選択する 
選択 38.1% 37.6% +0.5 

（２） 太平洋高気圧（小笠原気団）の特徴を選択する 選択 63.0% 67.9% -4.9 

（３） 
シミュレーションの結果について考察した内容を検

討して改善し，台風の進路を決める条件を記述する 
記述 37.1% 52.9% -15.8 
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【成果】 

・顕微鏡を使って観察する場面において，対物レンズを低倍率から高倍率に変

えたときの，視野の明るさ，対物レンズからプレパラートまでの距離を選択

する問題で改善が図られています。 

・力がはたらく面積と質量から圧力を求める問題で改善が図られています。 

 

【課題】 

  ・特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水のそれぞれの質量を選択する

問題に課題が見られます。 

    ・力がはたらく面積と質量から圧力を求める問題で改善が見られますが，依然

として課題が見られます。 

  ・シミュレーションの結果について考察した内容を検討して改善し，台風の進 

路を決める条件を記述する問題に課題が見られます。 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

（１）課題が見られる問題 

 ２（１） の設問 （正答率：27.2 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

水溶液の溶質と溶媒の質量から質量パーセント濃度を求めることができるよ

う，式の持つ意味を理解して計算できるよう指導する。 

 
水溶液の濃度を量的に扱うことは，化学変化における粒子の基本的な見方や概

念を形成する上で大切です。 

指導に当たっては，特定の質量パーセント濃度の水溶液が必要な状況で，生徒

が水溶液の質量から溶質と溶媒の質量を計算し，実際に水溶液をつくる学習場面

を設定することが考えられます。その際，つくった水溶液が特定の質量パーセン

ト濃度であるか，溶液と溶媒と溶質の質量の関係に注意しながら確認することが

大切です。 

また，溶質と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができるようにするため

に，小学校の算数科の学習で使われている線分図（テープ図）を利用することが

考えられます。また，身近なものとしてしょうゆや即席みそ汁などの食品を取り

上げ，実際にそれに含まれる食塩の質量パーセント濃度を求める学習場面を設定

することも考えられます。 

 

  

■学習指導要領における領域・内容 

【第１分野（２）身の回りの物質】 

身の回りの物質についての観察，実験などを通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 身の回りの物質の性質や変化に着目しながら，次のことを理解するとと

もに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

（イ）水溶液 

○ア  水溶液 

水溶液から溶質を取り出す実験を行い，その結果を溶解度と関連付

けて理解すること。 

（内容の取扱い） 

ウ アの（ｲ）の○アについては，粒子のモデルと関連付けて扱い，質量パ

ーセント濃度にも触れること。また，「溶解度」については，溶解度曲

線にも触れること。 



 

（３）課題に対応したワークシート 

 ＜中学校１年生の学習内容＞答え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学-Viva!!セット（中学校）」内の「理科 第 20 弾 質量パーセント濃度 

cri_viva20002」から，ダウンロードできます。 

 



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介 

  授業アイディア例より 

 
国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 24年度全国学力・学習状況調査中学校の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

